
い
中
、
医
療
機
関
が
受
け
て

い
る
打
撃
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
患
者
の
受
診

抑
制
、
医
業
収
入
の
激
減
、

医
院
経
営
が
逼
迫
し
閉
院
に

追
い
込
ま
れ
る
病
院
・
診
療

所
が
出
て
く
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
の
指
導
・
監
査
の
再
開

は
果
た
し
て
国
民
の
命
・
健

康
を
守
る
医
療
機
関
に
対
し

て
、
本
当
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
今
、
真
に
国
が
行
う

べ
き
こ
と
は
指
導
・
監
査
で

は
な
く
、
医
療
機
関
の
救
済

と
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に

力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。
今
後
の

行
政
の
動
向
に
は
極
め
て
注

視
が
必
要
で
あ
る
。

数
を
消
化
す
る
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
適
正
な
保

険
請
求
を
促
す
教
育
的
な
も

の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
時

期
に
強
制
的
に
実
施
す
る
よ

う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
各
地
域
の
医
療

機
関
の
状
況
等
に
十
分
配
慮

し
て
実
施
す
る
よ
う
、
厚
生

局
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、

慎
重
に
ご
対
応
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
こ
の
こ
と
を
受
け

て
北
海
道
に
お
い
て
も
そ
の

実
施
は
延
期
さ
れ
て
き
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
令
和
２
年
５
月
25

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
指
導
・
監
査
は
以
下

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。「
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
関
係
団
体
と

調
整
し
合
意
を
得
る
こ
と
。

ま
た
実
施
し
た
時
は
、
十
分

な
飛
沫
感
染
対
策
及
び
接
触

感
染
対
策
を
講
じ
、
会
場
に

つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
『
三
密
』

と
な
ら
な
い
環
境
を
確
保
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
広
が
り
に
よ
り
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
間
に
地
方
厚
生
（
支
）
局

に
お
い
て
計
画
さ
れ
て
い
た

指
導
・
監
査
等
に
つ
い
て
は
、

各
厚
生
局
と
三
師
会
（
医
師

会・歯
科
医
師
会・薬
剤
師
会
）

で
の
話
合
い
に
よ
り
延
期
さ

れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
４
月
７
日
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
（
平
成
24
年
法

律
第
31
号
）
第
32
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
、
５
月
６
日
ま

で
の
間
、
７
都
府
県
が
緊
急

事
態
措
置
を
実
施
す
べ
き
区

域
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
、
同

月
16
日
か
ら
全
都
道
府
県
に

対
象
区
域
が
拡
大
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
度
の

る
と
と
も
に
、
職
員
の
健
康

管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
し
、

必
要
に
応
じ
て
指
導
時
間
の

短
縮
等
を
考
慮
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
か
ら 

今
年
度
の
計
画
未
達
成
が
見

込
ま
れ
る
が
、
や
む
を
得
な

い
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
指

導
の
優
先
度
を
考
慮
す
る
こ

と
」（
７
月
２
日
）。

　
実
際
に
は　

  

指
定
時
、
更

新
時
及
び
保
険
医
等
集
団
指

導
は
実
施
す
る
が
、
資
料
を

配
布
し
た
場
合
も
実
施
し
た

も
の
と
み
な
す
。　

  

集
団
的

個
別
指
導
は
中
止
す
る
。　

  

個
別
指
導
及
び
監
査
は
実
施

す
る
が
病
院
に
対
し
て
は
緊

急
を
要
す
る
場
合
の
み
と
し
、

実
施
す
る
場
合
病
院
外
で
行

う
。　

  

適
時
調
査
は
中
止
す

る
が
、
緊
急
を
要
す
る
場
合

は
、
病
院
外
で
行
う
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
北
海
道
で

も
８
月
以
降
指
導
・
監
査
が

行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
し
て
い
な

等
に
つ
い
て
、関
係
団
体
と
十

分
協
議
を
行 

う
こ
と
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
医
師

会
か
ら
は
各
都
道
府
県
医
師

会
に
以
下
の
連
絡
等
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
「
厚
生
労
働
省
当
局
と
相
談

し
た
結
果
、
全
都
道
府
県
を

対
象
と
し
た
緊
急
事
態
宣
言

の
期
間
中
は
、
原
則
と
し
て

中
止
ま
た
は
延
期
と
す
る
こ

と
と
し
た
。
な
お
、
今
後
、

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、

地
域
の
感
染
状
況
、
医
療
機

関
等
の
感
染
患
者
の
対
応
状

況
等
を
勘
案
し
て
、
再
開
時

期
等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

医
師
会
に
相
談
す
る
よ
う
調

整
し
た
の
で
、
ご
対
応
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
。
指
導
は

数
値
目
標
を
設
定
し
て
、
件

適
時
調
査
、
各
種
指
導
、
監

査
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
に
適
切
に

対
応
す
る
よ
う
に
各
厚
生

（
支
）局
に
通
達
が
出
さ
れ
た
。

　
⒈ 

全
都
道
府
県
を
対
象
と

し
た
緊
急
事
態
宣
言
の 

期
間

中
は
、
原
則
と
し
て
適
時
調

査
、
各
種
指
導
、
監
査
は
中

止
又
は 

延
期
す
る
こ
と
。
た

だ 

し
、
監
査
に
つ
い
て
、
至

急
実
施
す
る
こ
と
を
要
す
る

場
合
は
、
関
係
団
体
と
調
整

し
た
上
で
、
合
意
を
得
ら
れ

れ
ば
、
十
分
な
感
染
予
防
対

策
を
施
し
た
上
で
実
施
し 

て 

も
差
し
支
え
な
い
こ 

と
。 

　
⒉ 

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
都
道
府
県
に
つ 

い
て

は
、地
域
の
感
染 

状
況
、医
療

機
関
等
の
感
染
患
者
の
対
応

状
況
等
を
踏
ま
え
、再
開
時
期

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
保
健
指

標
評
価
研
究
所
が
人
口
予
測

で
衝
撃
的
な
研
究
結
果
を
発

表
し
た
。
世
界
人
口
は
２
０

６
４
年
に
97
億
人
で
ピ
ー
ク

に
達
し
、
今
世
紀
末
に
は
88

億
人
へ
減
少
、
日
本
は
５
９

０
０
万
人
以
下
に
な
る
。
日

本
・
韓
国
・
イ
タ
リ
ア
・
ス

ペ
イ
ン
な
ど
23
カ
国
は
今
世

紀
末
ま
で
に
ピ
ー
ク
時
の
半

数
以
下
に
減
る
と
し
て
い
る

▼
も
っ
と
驚
く
の
は
、
世
界

１
９
５
カ
国
の
う
ち
１
８
３

カ
国
で
合
計
特
殊
出
生
率
が

人
口
維
持
水
準
で
あ
る
２
・

１
を
下
回
る
こ
と
だ
。
今
世

紀
末
に
人
口
が
ピ
ー
ク
と
な

る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
や
中
央

ア
ジ
ア
な
ど
の
約
30
カ
国
に

と
ど
ま
る
▼
２
０
１
９
年
の

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
女
性

が
87
・
45
歳
、
男
性
が
81
・

41
歳
で
い
ず
れ
も
過
去
最
高

を
更
新
し
た
。
前
年
に
比
べ

て
女
性
は
０
・
13
歳
、
男
性

は
０・16
歳
、寿
命
が
延
び
た
。

今
世
紀
末
の
80
歳
以
上
の
世

界
人
口
は
、
２
０
１
７
年
の

６
倍
の
８
億
６
千
万
人
と
予

想
さ
れ
る
▼
内
閣
府
発
表
の

日
本
の
今
年
度
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
低
迷
が
一
年
続
く
と
仮
定

し
た
場
合
、
17
・
８
％
減
だ
っ

た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
超

え
の
27
・
８
％
減
、
戦
後
最

悪
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
予
想

だ
。
福
祉
な
ど
国
民
生
活
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
。
想
像

す
る
と
暗
く
な
る
。

加藤 康夫

（
龍
）

2020年（令和2年）9月5日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
３
月
の
診
療
報
酬
改
定

説
明
会（
集
団
指
導
）の
中
止
、４
月
以
降
新
年
度
の
指
導
監
査
が

延
期
さ
れ
て
い
た
が
、７
月
に
発
出
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
保
険
局

医
療
課
・
医
療
指
導
監
査
室
の
事
務
連
絡
を
受
け
て
全
国
各
地
で

指
導
監
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（1）第935号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

　
全
国
で
取
組
ん
で
い
る「
み

ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！ 

患
者
負

担
増
署
名
」
は
、
当
初
、
通

常
国
会
の
会
期
末
ま
で
の
提

出
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
間
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
を
受
け
、
臨
時
国

会
で
の
提
出
と
し
年
末
ま
で

取
組
み
を
延
長
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
道
に
お
い
て
も
新
型
コ

ロ
ナ
の
第
３
波
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
２
割
導
入
を
は
じ
め
と
す

る
患
者
負
担
増
は
、
な
ん
と

し
て
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、「
ク
イ
ズ
で
考
え
る

私
た
ち
の
医
療
（
ク
イ
ズ
ハ

ガ
キ
）」
も
10
月
か
ら
取
組
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
患
者

署
名
」「
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
」
の

セ
ッ
ト
で
ご
利
用
い
た
だ
き

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
・
国
民

が
お
金
の
心
配
な
く
医
療
機

関
に
受
診
で
き
る
よ
う
「
ス

ト
ッ
プ
！ 

患
者
負
担
増
」
の

世
論
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

2020年（令和2年

全
国
で
令
和
２
年
度
指
導
監
査
始
ま
る

８
月
か
ら
北
海
道
で
も
開
始

主な目次　
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政
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を
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―　取組みを延長！　― 

「みんなでストップ！
　  患者負担増署名」にご協力を

署名用紙は、無料でお送りいたし
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い
中
、
医
療
機
関
が
受
け
て

担
２
割
導
入
を
は
じ
め
と
す

る
患
者
負
担
増
は
、
な
ん
と

ト
ッ
プ
！

世
論
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盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

―　取組みを延長！　― 

紀
末
ま
で
に
ピ
ー
ク
時
の
半

数
以
下
に
減
る
と
し
て
い
る

▼
も
っ
と
驚
く
の
は
、
世
界

１
９
５
カ
国
の
う
ち
１
８
３

カ
国
で
合
計
特
殊
出
生
率
が

人
口
維
持
水
準
で
あ
る
２
・

１
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下
回
る
こ
と
だ
。
今
世

紀
末
に
人
口
が
ピ
ー
ク
と
な

る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
や
中
央

ア
ジ
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な
ど
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と
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ま
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▼
２
０
１
９
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の

日
本
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の
平
均
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は
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性

患
者
負
担
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の

世
論
を
盛
り
上
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ま
し
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う
。
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ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
の

世
論
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

病気やケガで働けなくなるリスクに備えていますか？

011-231-6281お問い合わせ・資料請求 ： 北海道保険医会

メリット・特長

団体割引

適用！
15％

① 入院による就業不能に１日目から対応!

② “新型コロナウイルス”に感染した場合にも対応 !
③ 「保険医休業保障共済制度」に加入していても
　 保険金が支払われます。

※詳しくはパンフレットにてご確認ください

※自宅療養の場合は5日目から対応

加入資格
① 満79歳までの会員、会員の家族（会員と同じ医療機関で働いている方）
② 会員が代表者（理事長）である医療法人で働いている職員

（1）

（2）

（3）

（4）

団体所得補償保険

50才、歯科医師、補償期間1年の場合
・所得補償保険金額 50万円（月額）
・月額保険料 12,450円

【加入例】

011-231-6281

職員

50才、歯科医師、補償期間1年の場合



た
、
感
染
防
止
対
策
等
に
よ

り
病
床
の
削
減
、
増
員
に
苦

慮
す
る
中
で
、施
設
基
準
の
管

理
・
維
持
に
も
困
難
を
来
し
、

今
年
度
は
実
施
中
止
と
な
っ

た
が
行
政
に
よ
る
適
時
調
査

が
現
場
に
よ
り
大
き
な
負
担

と
な
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
第
１
波
よ
り
４

カ
月
が
経
過
し
た
今
、
北
海

道
の
病
院
経
営
は
ど
の
よ
う

な
状
態
に
あ
る
の
か
再
度
調

査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
直
近
４
カ
月
の
経
営
状
態

に
つ
い
て
主
と
し
て
公
的
及

び
医
療
法
人
立
病
院
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
対
象
病
院
数
は
道
内

の
１
０
４
の
公
的
病
院
、
２

北 海 道 保 険 医 新 聞 第935号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2020年（令和2年）9月5日 （2）

「経営不安」7割超える
コロナアンケート調査　第２弾

図1 コロナ感染対策で負担となっているのは

図2 医業収入は前年同期間と比べ「減っている」と回答の減少率
（全体と急性期医療機関との比較）

２
割
弱
で

　

職
員
確
保
困
難
に

命
と
健
康
を
守
る

　
　
　

政
治
へ
の
転
換
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
依
然
と
し
て
収

束
が
見
通
せ
ず
、
そ
の
影

響
は
長
期
化
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
国
民
生
活
の

悪
化
な
ど
、
不
安
と
懸
念

が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
社
会
が

抱
え
る
脆
弱
性
、
ゆ
が
み

を
露
呈
さ
せ
た
。
重
症
化

し
た
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が

入
院
す
る
と
、
医
師
・
看

護
師
は
通
常
の
集
中
治
療

よ
り
も
数
倍
の
人
数
と
労

力
が
必
要
と
な
る
。
国
の

長
年
に
わ
た
る
医
療
費
削

減
政
策
の
結
果
、
平
時
で

さ
え
余
裕
の
な
い
医
療
体

制
は
直
ぐ
に
逼
迫
し
た
。

ろ
倒
し
に
な
っ
た
。
全
世

代
型
社
会
保
障
検
討
会
議

の
最
終
報
告
は
本
年
末
に

取
り
ま
と
め
る
と
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
現
在
、

将
来
の
あ
る
べ
き
医
療
提

供
体
制
へ
の
再
構
築
や
、

そ
れ
を
支
え
る
診
療
報
酬

体
系
の
在
り
方
を
検
討
す

る
契
機
に
も
な
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
危
機
か
ら
の
教
訓

と
し
て
、
非
常
時
に
お
け

る
医
療
の
役
割
・
重
要
性

が
国
民
に
広
く
理
解
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
今
、
政
府

の
進
め
る
社
会
保
障
費
削

減
路
線
を
是
正
し
、
命
と

健
康
を
守
る
政
治
に
転
換

さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
も

あ
る
。 

　
６
月
の
全
世
代
型
社
会

保
障
会
議
で
は
、
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

２
割
化
方
針
を
改
め
て
確

認
し
、
病
院
再
編
で
は
さ

ら
な
る
効
率
化
を
図
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

　
７
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
骨
太
方
針
２
０
２
０
」
で

は
骨
太
方
針
２
０
１
８
、

２
０
１
９
の
内
容
に
沿
っ

て
社
会
保
障
制
度
の
基
盤

強
化
を
着
実
に
進
め
る
と

し
た
。「
医
療
提
供
体
制
の

強
化
」
と
し
て
、
政
府
は

地
域
医
療
構
想
の
部
分
的

見
直
し
を
表
明
し
、
感
染

症
対
策
の
検
討
を
含
め
た
。

し
か
し
、
病
床
削
減
の
大

き
な
柱
と
さ
れ
た
公
立
・

公
的
病
院
の
統
廃
合
計
画

の
方
向
転
換
の
姿
勢
は
示

し
て
い
な
い
。

　
長
年
続
い
た
「
小
さ
な

政
府
」
路
線
の
ひ
ず
み
の

表
れ
だ
。
行
き
過
ぎ
た
官

か
ら
民
、
自
己
責
任
、
効

率
性
を
過
度
に
重
視
す
る

医
療
。
医
療
・
社
会
保
障

費
抑
制
の
下
で
弱
体
化
さ

れ
た
医
療
・
社
会
保
障
の

現
況
が
改
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
し
わ
寄
せ

が
国
民
の
暮
ら
し
と
命
を

脅
か
し
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
政
府
は
さ
ら

な
る
医
療
費
削
減
と
患
者

負
担
増
を
進
め
る
と
し
、

社
会
保
障
費
削
減
の
方
針

は
変
更
し
て
い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
政

府
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
後

　

解　説

　

本
会
は
３
９
３
病
院
を
対
象
に
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
医
療

経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
７
月
に
実
施
し
、

１
８
０
病
院（
回
収
率
45
・
８
％
）か
ら
回
答

を
得
た
。調
査
結
果
か
ら
前
年
の
７
月
と
比

較
し
て
減
収
に
陥
っ
た
病
院
が
依
然
８
割
を

超
え
て
お
り
、今
後
の
経
営
見
通
し
が「
厳
し

い
」「
支
援
な
け
れ
ば
困
難
」な
ど
の
経
営
不
安

を
訴
え
る
声
が
７
割
を
超
え
る
な
ど
、さ
ら
に

深
刻
化
す
る
経
営
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
数
は
各
地
で
急
増
し
て

お
り
、全
国
的
に
は
第
２
波
の

様
相
を
呈
し
、さ
ら
に
感
染
流

行
の
長
期
化
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
各
医
療
機
関
は
こ
の

４
カ
月
間
、
外
来
受
診
者
数

と
入
院
患
者
数
が
共
に
落
ち

込
み
減
収
が
続
く
一
方
、
感

染
予
防
対
策
や
職
員
確
保
の

た
め
の
予
定
外
の
支
出
増
も

発
生
す
る
な
ど
、
急
速
な
経

営
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
受
け
入
れ
医
療

機
関
を
中
心
に
、
診
療
報
酬

算
定
の
特
例
や
施
設
基
準
の

緩
和
措
置
が
図
ら
れ
、
併
せ

て
各
種
の
融
資
制
度
、
給
付

金
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
一

定
の
経
営
支
援
対
策
が
図
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、
医
療
機

関
か
ら
は
依
然
窮
状
を
訴
え

る
声
が
後
を
絶
た
な
い
。
ま

８
９
の
医
療
法
人
立
病
院
等

の
合
計
３
９
３
病
院
で
あ
る
。

回
答
は
１
８
０
病
院
で
回
収

率
は
45
・
８
％
で
あ
る
。
病

床
数
が
50
〜
１
９
９
床
の
中

堅
病
院
が
68
・
３
％
と
大
半

を
占
め
、
診
療
科
で
は
内
科

を
標
榜
し
て
い
る
病
院
が
72

・
２
％
と
最
多
。
そ
の
中
で

急
性
期
医
療
を
行
っ
て
い
る

病
院
は
１
０
２
件
で
56
・
７

％
で
あ
っ
た
。

　
入
院
料
等
の
施
設
基
準
に

つ
い
て
は
９
割
以
上
の
病
院

は
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も

の
の
、満
た
し
て
い
な
い
６
・

１
％
の
病
院
で
は
今
後
対
応

が
迫
ら
れ
る
。退
職
な
ど
に
よ

り
「
職
員
の
確
保
が
で
き
な

か
っ
た
」
病
院
が
17
・
２
％

あ
り
、
そ
の
一
部
で
施
設
基

準
を
満
た
せ
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
全
体
で
は
６
・

１
％
で
あ
っ
た
が
、
急
性
期

病
院
に
限
る
と
８
・
８
％
と

影
響
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

地
域
医
療
提
供
体
制
確
保
及

び
医
療
現
場
の
困
窮
を
考
慮

し
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

施
設
基
準
の
緩
和
・
猶
予
措

置
等
の
さ
ら
な
る
支
援
拡
充

の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
疑
い
の
患
者
の
診
療
」

は
55
・
６
％
と
半
数
以
上
の

病
院
で
実
施
し
て
お
り
、
急

性
期
病
院
に
限
る
と
64
・
７

％
で
あ
る
。
患
者
受
け
入
れ

の
た
め
の
感
染
防
止
対
策
が

病
院
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
、「
経
済
的
」負
担
が
重
く
な

っ
て
い
る
と
の
回
答
は
30
・

６
％
、「
人
員
的
」負
担
は
３
・

３
％
、「（
経
済
的
・
人
員
的
）

負
担
の
両
方
」
は
62
・
８
％

と
全
体
で
合
わ
せ
て
96
・
７

％
に
上
っ
て
お
り
、
相
当
な

重
荷
に
な
っ
て
い
る　
　
　
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
も
、
マ

ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
の
衛
生

材
料
が
依
然
と
し
て
不
足
、

高
騰
が
続
い
て
い
る
と
の
訴

え
が
多
数
あ
り
、
経
費
増
の

積
み
重
ね
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
の

中
、
３
月
以
降
の
「
受
診
控

え
」
も
依
然
続
い
て
お
り
、

83
・
３
％
の
医
療
機
関
で
減

収
と
回
答
し
て
い
る
。
減
収

と
な
っ
た
病
院
で
は「
10
％
以

上
の
減
収
」
が
全
体
で
58
・

１
％
と
半
数
を
超
え
た
。
30

％
以
上
の
減
収
で
は
全
体
で

７
・
４
％
と
な
る
が
、
急
性

期
病
院
に
限
る
と
11
・
０
％

と
な
っ
て
お
り
、
感
染
症
疑

い
患
者
の
診
療
機
会
が
多
い

急
性
期
病
院
ほ
ど
減
収
率
が

高
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た

　
　
　
。

　
緊
急
支
援
と
し
て
設
け
ら

れ
た
融
資
制
度
の
利
用
は
26

・
１
％
だ
が
、
持
続
化
給
付

金
の
申
請
は
申
請
予
定
を
含

め
７
・
８
％
に
留
ま
っ
て
い

る
。
　
持
続
化
給
付
金
の
受
給
基

準
は
、
前
年
度
同
月
収
入
の

50
％
以
上
の
減
収
と
要
件
が

厳
し
い
た
め
、
１
割
弱
し
か

受
給
で
き
ず
、
地
域
医
療
経

営
が
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て

お
り
地
域
医
療
崩
壊
を
招
き

か
ね
な
い
。
全
て
の
医
療
機

関
で
受
給
可
能
な
「
従
業
者

慰
労
金
」と「
感
染
拡
大
防
止

対
策
支
援
金
」は
、ど
ち
ら
か

一
方
の
受
給
を
検
討
し
て
い

る
医
療
機
関
を
含
め
て
も
ま

だ
85
・
０
％
に
留
ま
り
、
さ

ら
な
る
周
知
が
必
要
だ
。

　
病
院
経
営
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
、「
閉
院
を
考
慮

し
て
い
る
」
の
回
答
は
な
い

も
の
の
、「
継
続
可
能
だ
が
厳

し
い
」
と
の
回
答
が
60
・
０

％
、「
支
援
が
な
け
れ
ば
継
続

困
難
」
と
の
回
答
が
16
・
１

％
と
経
営
不
安
を
訴
え
る
回

答
が
併
せ
て
７
割
を
超
え
た
。

さ
ら
に
、「
公
的
支
援
が
充
分

で
な
い
」
と
の
回
答
も
63
・

３
％
に
上
り
、
各
種
の
融
資

制
度
、
給
付
金
な
ど
が
設
け

ら
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の

活
用
だ
け
で
は
、
病
院
経
営

を
建
て
直
す
に
は
不
充
分
で

あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
今
後

の
医
療
提
供
体
制
を
強
化
す

る
為
に
は
追
加
的
措
置
は
急

務
で
あ
り
、
医
療
機
関
に
特

化
し
た
大
規
模
な
支
援
策
に

つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
検
討
が

必
要
で
あ
る　
　
　
　
　
　
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
を
現
に
受
け
入
れ
て

い
る
、
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

病
床
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
補
助
が
足

り
な
い
」
こ
と
を
訴
え
て
い

る
病
院
も
あ
っ
た
。
病
院
の

経
営
悪
化
に
よ
り
現
在
の
病

床
を
維
持
で
き
な
く
な
る
一

方
で
、
急
速
な
感
染
拡
大
が

起
こ
れ
ば
医
療
崩
壊
を
起
こ

す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

感
染
終
息
が
見
通
せ
な
い

中
、経
済
的
な
理
由
に
よ
る
病

床
の
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
は
、今
後
の
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
施
設
基

準
の
緩
和・猶
予
特
例
の
対
象

拡
大
、期
間
の
延
長
は
も
と
よ

り
、医
療
機
関
に
対
す
る
抜
本

的
な
経
済
補
償
が
必
要
で
あ

る
。神
奈
川
協
会
で
は
前
年
度

比
の
減
収
分
を
逆
数
値
補
正

し
た
単
価
支
払
い
方
式
を
提

言
し
注
目
を
集
め
て
い
る
。そ

の
他
に
も
、災
害
時
に
過
去
の

実
績
に
基
づ
い
た
概
算
請
求

が
で
き
る
制
度
を
準
用
し
、前

年
度
の
収
入
の
９
割
を
補
償

す
る
仕
組
み
な
ど
も
早
急
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
医
療
機
関
の
経
営
改
善
は
、

医
療
の
充
実
と
医
療
従
事
者

の
消
費
拡
大
を
通
し
経
済
の

回
復
に
寄
与
す
る
。
本
会
は

今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

医
療
現
場
の
窮
状
を
関
係
機

関
等
に
訴
え
る
と
と
も
に
、

速
や
か
で
全
て
の
医
療
機
関

の
経
営
の
改
善
が
得
ら
れ
る

強
力
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る

よ
う
国
や
道
へ
要
請
活
動
を

実
行
し
て
い
き
た
い
。

８
割
を
超
え
る
病
院
で

減
収
続
き

経
営
不
安
の
声
が

　
　
　
　
　

７
割
超

医
療
崩
壊
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に

図
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で
き
、
ウ
イ
ル
ス
が
早
く
消

退
し
、
過
去
の
病
気
に
な
る

こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
さ
て
お
き
、
こ
ち
ら
で
は

夏
祭
り
や
花
火
大
会
な
ど
、

中
止
に
な
る
も
の
も
多
く
、

人
が
集
ま
る
行
事
が
軒
並
み

自
粛
さ
れ
、
寂
し
い
夏
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
留
萌
駅
の
脇

の
公
園
に
道
の
駅
が
で
き
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま

す
し
、タ
コ
飯
や
数
の
子
ジ
ェ

ラ
ー
ト
、
に
し
ん
親
子
飯
弁

当
な
ど
の
特
産
品
を
売
っ
て

い
ま
す
。
休
み
に
な
る
と
、

海
水
浴
の
人
も
あ
り
、
車
で

　
皆
様
お
ば
ん
で
す
。
北
海

道
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
経

済
が
停
滞
し
て
い
ま
す
が
、

口
の
中
を
直
接
触
る
歯
科
関

係
者
や
、
ご
老
人
を
相
手
に

す
る
介
護
医
療
者
、
医
療
関

係
者
は
さ
ら
に
神
経
を
と
が

ら
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
感
染
に
気
を
付
け

な
が
ら
お
仕
事
を
し
ま
し
ょ

う
。
　
北
海
道
発
症
は
ま
だ
低
め

に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、頑
張
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
北
海

道
人
の
危
機
意
識
が
高
い
せ

い
で
し
ょ
う
。
ワ
ク
チ
ン
が

道
の
駅
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
春
、
夏
、
秋
は

よ
い
の
で
す
が
、
北
海
道
の

冬
は
雪
が
降
り
、
車
の
移
動

も
お
っ
く
う
に
な
る
の
で
、

そ
れ
が
心
配
で
す
。
そ
し
て

道
の
駅
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
う
ち
赤
字
路
線

の
Ｊ
Ｒ
は
な
く
な
る
の
で

し
ょ
う
。
札
幌
、
旭
川
か
ら

留
萌
ま
で
自
動
車
専
用
道
路

が
で
き
た
の
で
時
間
の
問
題

で
し
ょ
う
。
今
は
自
動
車
社

会
で
す
の
で
、
お
年
寄
り
は

不
便
に
な
る
ば
か
り
で
す
。

　
今
は
良
い
話
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
み
な
さ
ん
、
医
療
人

が
へ
こ
た
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
未
来
を
見
て
仕
事
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（3）第935号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2020年（令和2年）9月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

と
の
コ
ラ
ボ
第
３
弾
。

　
ふ
と
過
ぎ
て
し
ま
う
よ
う

な
些
細
な
日
常
の
自
意
識
を

紡
ぐ
自
由
律
俳
句
と
、
隙
間

を
縫
う
エ
ッ
セ
イ
。
も
の
淋

し
い
自
分
の
一
日
と
さ
し
て

変
わ
ら
な
い
日
常
が
、
平
易

な
言
葉
な
が
ら
も
美
し
く
、

愛
お
し
く
、
馬
鹿
馬
鹿
し
く

も
切
な
く
、
思
い
や
情
景
を

伝
え
る
才
知
に
は
感
服
だ
。

　
自
分
の
心
の
内
に
も
あ
る

思
い
が
共
有
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
ホ
ッ
と
す
る
。「
日
常
」

の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
た

い
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時

に
お
勧
め
の
一
冊
。

　
外
出
も
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
の

ご
時
世
、
今
日
は
何
を
し
て

時
間
を
潰
そ
う
か…

ま
た
無

駄
な
休
日
を
過
ご
し
て
し

ま
っ
た…

。
苦
衷
に
あ
ぐ
ね

る
日
々
が
続
い
て
い
た
時
に

こ
の
本
と
出
会
っ
た
。

　
今
や
芥
川
賞
作
家
と
し
て

各
界
で
も
引
っ
張
り
ダ
コ
と

な
っ
た
お
笑
い
芸
人
の
又
吉

直
樹
氏
と
、
北
海
道
出
身
の

文
筆
家
で
あ
る
せ
き
し
ろ
氏

（
Ａ
・
Ｓ
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
０
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て

　
・  （
８
／
29
・
土
）
歯
科
保
険
請
求
・
審
査
に
関
す

　

  

る
講
習
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
）

　
・  （
９
／
５
・
土
）
歯
科
施
設
基
準
届
出
に
係
る
研

　

  

修
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
）

②（
９
／　
・土
）街
宣
宣
伝
行
動
に
つ
い
て

　

 

・
開
催
概
略
の
確
認
を
行
っ
た
。

③
そ
の
他

　
・  「
歯
科
受
診
の
重
要
性
を
患
者
・
国
民
に
発
信

　
　
す
る
取
り
組
み
の
お
願
い
」
に
つ
い
て

　
・  

引
き
続
き
の
「
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ

　
　
実
勢
価
格
調
査
」
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　
・  

第　

回
保
団
連
歯
科
全
国
交
流
集
会
の
開
催
に

　
　
つ
い
て

　
・  

９
／
５
号
「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の
確
認

第
5
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
8
月
12
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
０
年
度
第
６
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

９
月
９
日（
水
）午
後
７
時

120
留
萌
に
道
の
駅
が
で
き
ま
し
た

留
萌
支
部　

支
部
長　

藤
田　

宏
之

蕎
麦
湯
が
来
な
い

　
　
　
せ 

き 

し 

ろ ×
 

又 

吉 

直 

樹 

著

マ 

ガ 

ジ 

ン 

ハ 

ウ 

ス

2020年5月からの
金パラ合金30gの仕入値を教えて下さい

全国保険医団体連合会 金パラ緊急全国アンケート

事
方
法
、
呼
吸
の
仕
方
、
歩

き
方
、
足
指
の
状
態
や
睡
眠

な
ど
様
々
な
情
報
か
ら
全
身

の
健
康
状
態
を
必
ず
把
握
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
認
定
マ
ウ
ス
ガ

ー
ド
研
修
施
設
長
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
認
定
医
、
認
定
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
テ
ク
ニ
カ
ル
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
認
定
ス

ポ
ー
ツ
デ
ン
タ
ル
ハ
イ
ジ
ニ

ス
ト
を
育
て
て
、
北
の
大
地

か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
学

を
盛
り
上
げ
て
、
ア
ス
リ
ー

ト
ア
ン
ト
ラ
ー
ジ
ュ
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
愛
好
家
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

―

保
険
医
会
に
対
す
る
要
望
や

　
期
待

スポーツ歯科医として

白石　典史 先生
コープ歯科クリニック　石狩市118118

略歴
　愛媛県出身。北海道医療大学歯学
部卒業後、札幌市内の歯科医院に勤
務後、石狩市にて開業。

家
へ
の
歯
科
医
学
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
す
。

―

開
業
し
た
動
機
な
ど
に
つ
い

　
て

　
石
島 

勉
先
生
の
も
と
で
ス

ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
を
学
び
た

く
て
北
海
道
医
療
大
学
歯
学

部
へ
進
学
し
、
こ
れ
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
に
つ
い
て

研
鑽
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

開
業
場
所
を
探
し
て
い
る
時

に
、「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
研
修
会
を
受
講
す
る
た
め

に
入
会
し
ま
し
た
。

―

ご
専
門
は

　
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。（
一
社
）
日

本
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
会

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
認
定
医
と
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｄ
認
定
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド

テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
取
得
済
み
で
す
。
ア

ス
リ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
愛
好

言
」
を
し
て
い
る
石
狩
市
に

興
味
を
抱
き
、
こ
の
土
地
で

ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
と
し
て
開

業
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

―

開
業
し
て
嬉
し
か
っ
た
時
は

　
今
年
度
か
ら
当
院
は
、Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｄ
認
定
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド

研
修
施
設
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
正
式
名
称
は
「
北
海
道

健
康
ス
ポ
ー
ツ
歯
学
研
究

所
」
で
す
。
石
狩
管
内
初
の

認
定
研
修
施
設
と
な
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
と
し

て
、
や
っ
と
一
歩
を
踏
み
出

せ
た
気
持
ち
で
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
口
腔
内
だ
け
を
診
る
の
で

は
な
く
、
患
者
さ
ん
の
生
活

背
景
、
栄
養
の
取
り
方
、
食

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
ス

ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
で

す
。
全
国
的
に
ス
ポ
ー
ツ
歯

科
医
や
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
に
携

わ
る
歯
科
技
工
士
や
歯
科
衛

生
士
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
と
技
術
を
持
っ
た

仲
間
が
も
っ
と
必
要
で
す
。

―

さ
い
ご
に

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け

た
り
、
育
て
た
り
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
医
療
人
と
し
て
、

責
任
感
を
持
っ
て
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

 

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

16

※特設サイトでは、自院分に限らず、最新のシミュレーション結果、各都道府県、全国の金パラ仕入れ値入力結果も閲覧可能です。

※全国保険医団体連合会トップページからもアクセスできます。
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［お問い合せは事務局まで］☎011-231-6281

歯科

スタッフセミナー資料集
窓口業務の基礎知識

会員価格 1,000円

歯科

2020年改定の
　　　 要点と解説

会員価格 2,000円

届出医療等の
　　活用と留意点

会員価格 4,000円
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保険診療の手引

会員価格 4,000円
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今次改定の要点

　今次改定では要件が大幅に変更となった項目もあり、改定の要点
について改めて整理してみる。

１．初･再診料増点と職員への研修要件拡大
　院内感染防止対策の施設基準（注１の届出）を届け出た医療機関が算
定する初･再診料が引き上げられ、歯科初診料が10点増の261点、歯科
再診料が２点増の53点になった。届出をしていない場合の初･再診料は
据え置かれた。施設基準が見直され、職員研修が追加された。

において、６カ月以内に有床義歯を作製していないことを患者に確認した
場合」が追加された。また、「ホ　その他特別な場合」の内容に「災害また
は事故等」が明示された。なお、「イ」の場合は、摘要欄記載の必要はない。

６．６カ月以内の義歯新製の取扱いの変更
　６カ月以内の義歯新製が認められる場合に、「イ　他の保険医療機関

７．義管、歯リハ１の「困難な場合」の変更
　義管の「困難な場合」が、臼歯部の咬合関係にかかわらず、総義歯か９
歯以上の義歯を装着した場合に算定できることとなった。一方で、少数歯
欠損の新製義歯を装着する場合で、対顎に総義歯が装着されていた場合
は､算定できない取扱いとなった。
　義管の「困難な場合」の算定要件の変更に伴い、歯リハ１の「困難な場
合」も、調整や指導をする義歯が、総義歯か９歯以上の義歯の場合に限ら
れた。また、併せて「有床義歯咀嚼機能検査」の対象も変更となっている。

８．歯冠修復・欠損補綴の新たな評価、適用拡大
①CAD/CAM冠が上顎６番にも適用拡大
　下顎６番に対する場合と同様に、上下顎両側７番が全て残存し、左右
　の咬合支持がある場合に算定できる。
②CAD/CAM冠用材料の細分化
　CAD/CAM冠用材料の機能区分が、構成成分と物理的性質により細分
　化された。
③失活前歯の充填前処置としての築造
　失活前歯の充填にあたり、歯冠部の破折防止のため、複合レジンと併
　せて各種ポストを用いて行った場合、充填の点数に加えて、支台築造
　「２ 直接法」を算定できることとなった。
④接着ブリッジの装着の際の内面処理加算
　接着冠に対してサンドブラスト処理などの内面処理をした場合に算定
　できることとなった。
⑤咬合印象の新設
　咬合印象が新設され、在宅患者の臼歯単独冠に対し、シリコーンゴム
　を用いた場合に算定できることとなった。著しく診療が困難な患者の場
　合または訪問診療料を算定する場合には所定点数に100分の70を加
　算して算定する。

９．Ｃ２区分で導入された新規技術
①象牙質レジンコーティング
　2019年12月に、間接歯髄保護処置を準用し導入された歯科用シーリ
　ング・コーティング材を用いたコーティング処置は、象牙質レジンコー
　ティング（Ｒコート）の名称で独立点数となった。生PZから装着までの
　間に１回算定できる。なお、この期間中は、Hys処は併せて算定できない。
②チタンによる全部金属冠
　2020年６月に、純チタン２種の全部金属冠による大臼歯の歯冠修復
　が保険収載された。CAD/CAM冠に準じて算定する。鋳造用の純チタン
　２種で作製した場合に限られ、CAD/CAM用の純チタンでは算定できない。
③前歯CAD/CAM冠
　2020年9月より、前歯CAD/CAM冠が保険収載された。CAD/CAM冠材
　料（Ⅳ）を使用し、トレーサビリティシールはカルテに貼付する等、保存、
　管理する。色調、TeCについても算定できる。

10．　口腔機能管理の評価と再編
①高齢者等の口腔機能管理
　口腔機能低下症の患者に対する管理が、口腔機能管理料100点として
　独立し、歯管と同日でなくても算定できることになった。舌圧検査が、３
　カ月に１回算定できることとなった。
②小児の口腔機能管理
　口腔機能発達不全症の小児患者に対する管理が、小児口腔機能管理
　料100点として独立し、歯管と同日でなくても算定できることになった。
　また、離乳完了前の検査様式が追加された。口腔機能発達不全症の診
　断を目的とする、小児口唇閉鎖力検査100点が新設された。

２．歯科疾患管理料の初診月減算と長期管理加算の導入
　歯管の初診月における算定点数に減算制度が導入され、初診月に歯
管を算定する場合は所定点数の80/100を算定することとなった。歯管の
「加算」については、初診月でも減算されない。
　一方、初診月から２カ月以内に算定しないと、以後、歯管を算定できな
くなる縛りが解消され、初診月から３カ月目以降に初回の歯管を算定で
きることになった。再診月であれば、初回でも100点の算定となる。
　６カ月を超えて管理を行う場合の長期管理加算(長期)が導入され、初
診月から７カ月目以降に継続して算定する場合に、100点（か強診は120
点）を所定点数にその都度加算することとなった。起点は初診月であり、
初回の歯管の算定時期は問わない。

３．歯周病重症化予防治療の新設
　SPT対象外の歯周病患者に対する継続的な治療として、歯周病重症化
予防治療（Ｐ重防）が新設された。詳細は、７月５日号の保険診療研究を
参照されたい。

４．咬合調整の取扱いの変更
　咬合調整は、同一初診期間中１回限りの算定とされていたが、前回算定
した日から起算して６カ月を超えた場合は、算定できることとなった。レスト
製作のための削合は取扱いに変更はなく、３カ月を超えれば算定できる。

５．手術の際に実施した浸潤麻酔の薬剤料の算定
　手術に伴う麻酔料および麻酔薬剤料の算定は、伝達麻酔などの場合に限
られていたが、手術の際に使用した麻酔の薬剤料は算定できることとなった。

例１) 下顎8番の抜歯で、伝達麻酔と浸潤麻酔を併用
　　   ⇒伝達麻酔手技料42点＋麻酔薬剤料、浸潤麻酔で使用した麻酔薬剤料
例２) 4番5番の抜歯で浸潤麻酔、麻酔薬剤2本を使用
　　   ⇒同一術野なので、2本の麻酔薬剤料×1の点数
例３) 3番6番の抜歯で浸潤麻酔、麻酔薬剤2本を使用
　　   ⇒同一術野ではないので、1本の麻酔薬剤料×2の点数

例１）初診月から歯管を算定し、半年を超えて継続管理するケース

休業保障制度
●掛金が加入時のまま上がらない
●自宅療養も代診をおいても給付
●所得補償との重複受給もOK
●30日間の給付を受けた場合

突然の病気やケガも
安心して療養

●給付金額
　入院……1日8,000円（1口につき）／自宅……1日6,000円（1口につき）
　※その他、脱退・弔慰・高度障害給付金の制度があります

募　集 5月26日～  9月14日

お問い合わせ・資料請求は、本会事務局まで3大共済制度でがっちりガード 011-231-6281

保険医年金
●予定利率は1.259%（2020年9月1日現在）
●受取は何歳からでも、途中の口単位での解約も可能
●受取方法は5種類から自由に選択
●月払30口（30万円）を払い続けた場合

公的年金の
上乗せに最適

掛金支払総額 脱退一時金額
10年後 3,600万円

7,200万円
10,800万円

約3,732万円
約7,925万円
約12,633万円

20年後
30年後

入　院 自　宅
8口加入 1,920,000円

1,200,000円
720,000円

1,440,000円
900,000円
540,000円

5口加入
3口加入

募　集
9月1日～10月25日
（2021年1月1日加入）

（12月1日加入）
9月15日～12月31日（  4月1日加入）

グループ保険
●2018年度の配当率は49.87%
●掛金が安い
●配偶者、お子さまも加入できる
●月額保険料［例：会員本人男性の場合］

いざというときも
家族をささえる

保険年齢 1,000万円
30歳
40歳
50歳

950円
1,210円
2,350円

3,000万円 5,000万円
2,850円
3,630円
7,050円

4,750円
6,050円
11,750円

6,000万円
5,700円
7,260円
14,100円

募　集 随時受付中
（申込の翌々々月1日加入）

●剰余金が生じた場合には配当金としてお支払いします！
（※その他、500万円、1,500万円、2,000万円、4,000万円の保障金額もございます）月　払：1口1万円

　　　 （通算30口まで）
一時払：1口50万円～

掛　金

4月

初診月
歯管
80点

歯管
100点

歯管
100点

歯管
100点

歯管
100点

歯管
100点

歯管
100点
長期

100/120点

歯管
100点
長期

100/120点

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

例２）2020年３月まで歯管を算定せず、４月以降も継続管理するケース

10月

初診月
歯管
なし

歯管
なし

歯管
なし

歯管
なし

歯管
なし

歯管
なし

歯管
100点
長期

100/120点

歯管
100点
長期

100/120点

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月
19年 20年


